
幼　児　言　語　の　語　桑

-色　彩　語　の　賂会

○　は　じ　め　に

幼児期の言語生活の実態も語蓑のHISからみるとき,興味深い

対象の一つに色彩語がある。幼児にとって,色彩語は,果物や動物

などの只体物の名と比較すると,いちだん,抽象的な段階にある~語

狼と言える。反面, 「きのう」 「あす」 「このあいだ」などの時間語

ち王や, 「みぎ」 「ひだり」 「うしろ」などの空間語菜と比較すると,

それらよりは具体的な面がある。つまり, 「亦」 「青」や「黄色い」

「I.7、か」などの色彩語が用いられる表革まの現場では,多くの場合,

じっさいにその色が目に見えているわけで,その点,やや,具体的

な性格をもつと思われる。したがって,色彩語は,具体的な事物を

あらわす語虫と,抽象的な関係概念をあらわす語柔との,いわば中

田に位t'止しており,その意味で注目すべき語染分野と考える。また,

色彩語は,比較的少数の語桑項目によって,一つの明確な語柔分野

が形成されており,そのことは, 「語桑」としての発達過程を,細

かに検証してみるうえで,好個の対象飯野と言うことができる0-

1　考察の資料について
トモ+

二i'王者の長男,知樹(1976年12月3日高知市生まれ)の発話につい

-I-一　　出　　則　　夫

ての記述カードによる.筆者は,妾との協同のもとに,長男のこと

ばを,日々,観察してカードに筆録している。私どものカード記録

は,短日の生活の中で,随時,適宜,行われたものである。いちい

ちの発話の中から,カード記録の契機となるのは,幼児の言語生活

の実態をみるうえで,その表現に,なんらかの質的な意味が認めら

れると判断した場合に限られた。そのため,まったく同一の表現形

式を,重ねて記録することは少なかったO私どもの記述カ-ド資料

は, -幼児の言語表現生活の,栗的な耐こ志を用いたものであり,

したがって,昌的な尖態をみるには,十分なものとは言いがたい面

がある。

なお,私どものカード記録の方法と実際について,その一部分を

公表している。 (「幼児JgJの言語表現の実態-2歳5カ月期」高知

大学学術研究報告　第28巻1979)本稿では,そこにみられるよう

な資料を含む,知樹(以下, Tと略称するO)の満3歳当日までの記

述資料をもとに考察をすすめた.

さらに,野地潤家先生の大著『幼児期の言語生話の実態j I (文

化評論出版1977), H (同前1973)を参照させていただくことによ

って,比較の視点での考察にも,すこしたち入ることができたO学

恩を深くお礼申し上げる。
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2　色彩語嚢の習得過程

私どものカード記録によれば, Tが口にした色彩　の初山は> !iSj

1歳10カ月と14日の,次のような場面におけるものであった,([ ]

¥'ili三三i」?J-ドLOiHLilr'j。 /」齢は　上,過した-!蝣蝣月II」-v咋;刀,

E]>であらわす。以下同様。)

[960]父が二本の赤鉛筆を持っていると, Tがその一本を取

つしI

oくl ;10, 14>万.- (-父1978.10.17　AM7:16

二k'i)

と言うO (とっさに,これは「赤い」のaSと察したO)つづけ

てまた,その時, Tが~汀にかけていたタンバリソを指でさし

て,

〇万蝣-0 (-父)

と言ったO　タンバリンは周州が赤く塗ってあるのだ。いまま

で,色紙や色鉛筆で「亦」を教えたことはあるが,このタン

パI)ソで「亦」を教えたことは,父母とも,一度もない。

「赤色」について応用ができた。

上記カード記録をilk初に,以後,色彩　を含む光話は,[表1]の

とおり,各月齢ごとに, Li的にも,はば,コンスタントに現れてい

るo (去中の数字は,それぞれの月齢のカード記録にみられた色彩

語の絞致<のべ語敷>であるo)

言うまでもなく,私どもは,とくに色彩語にi1-日してTのことば

を記述したわけではない。にもかかわらず,各月齢ごとに,ほぼ,
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コンスタントに色彩語が認められる。このことは,おそらく次のよ

うなHI山によるものと思われる。幼児は,日々,さまざまの「も

の」や「ことから」に対して,旺盛な親心を向けているoそのさい,

「もの」や「ことから」の色彩が契機となって,それらの対象に関

心が向くことも多いのではなかろうか。 -幼児の初期の言語生活

において,色彩語を含む言語表現が一定の割合であらわれることの

;L正味を,このように考えてみたいo

ちなみに,F幼児期の言語生活の尖態j I, IIによって,[表1]と

対応する月齢の色彩語を抽出すると, [表2]のとおりである。 (月

齢のあらわしかたは,満年齢に変更して示した。)

[去2] F幼児期の言語生活の実態』工, Ⅱの色彩語



上に推察したことがらは,この場合にも, a木的には当てはまる

と・j.-L<J。?S.お.lit21 dサ縄:力)jの・i/iV^tnlvjfl'・y-: tである

のは,たまたま,この時期が&の季節であるため　サの話題が多く,

アカイ(15語)が彩i出しているためである。

さて,次には,それぞれの色彩語が, Tのことばとして光せられ

た月齢を,まず,一光しておきたいO以下には,いちいちの色彩語

の意味の実矧こまではたち入らないで,単純に,それぞれの語形の

初出例をあげてみる。もっとも,私どものカード記録以前に,それ

らの語が充せられ　記述もれとなっている可能性も,当然考えられ

るが,本桐の考察においては,あくまでも,カ-ド記録本位で通し

て考えていくことにする.掲出にあたっては以下の記載方式にした

mm

(1) 「アカ」に対して「アカイ」などの,名詞形と形容詞形と

は,それぞれの,独立の色彩語としてあげる。

(2)語形態が不完全な場合でも,その語の初出例とみなす。そ

の場合,のちにあらわれる完全な形態を( )で示したO

(3)特殊形と認められるものを[ ]で示した。

(4)原カ-ドの光話の記述は,センテンスアク七./トをつけて

あるが,以下の語の描山にはアクセントを省略したO

[表3]　色彩語の初山m]齢

<1 ;10, 14>　　カェ-　　　　　　　赤い

<l ;li, 12>　　アカ　　　　　　　　赤

<l ;li, 13>　　アオ　　　　　　　　与-J

<2;0, 12>　(アカイ)　　　　(赤い)

<2; 0, 12>　　ピンク　　　　　　　　ピンク

<2; 0, 26>　　キー　　　　　　　　武

<2; l, 17>　　キーロイ　　　　　　式色い

<2; l, 19>　　マシロ　　　　　・真っ白

<2 ; 1, 23>　　マクロ　　　　　　　夷っ黒!<

<2; 1, 23>　　チャイロ　　　　　　茶色

<2; 2, 10>　　ミド　　　　　　　　　範と

<2; 2, 25>　　クロイ　　　　　　　　黒い

<2;3, 9>　(マックロ)　　　　(央っHO

<2; 3, 13>　　アオイ　　　　　　　青い

<2;3, 23>　　ミドリ)　　　　　(椋)

<2;4, 9>　(キーロ)　　　　　(黄色)

<2; 4, 19>　　キミドリ　　　　　　　黄緑

<2; 5, 10>　　ベージュ　　　　　　　ベージュ

<2; 5, 26>　　ミカンイロ　　　　　みかん色

<2; 5, 27>　　ムラサキ　　　　　　紫

<2; 7, 8>　　ベージュイロ)　　(ベージュ色)

'.2;7, 8>　　シロ　　　　　　　　白

<2;7, 8>　　ダイダイイロ　　　　栂色

'.2; 7, 8>　　-イイロ　　　　　　灰色

<2;7, 20>　[シロイロ]　　　[白色]

<2;7, 20>　[アオイロ]　　　[青色]

<2;7, 25>　　シロイ　　　　　　　白い

<2;9, 14>　[ウスイロノミドリ]　き;!j掠
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<2;10, 8>　　トーメー　　　　　　透明

<2;ll, 7>　[ミドリク(ナル)]　[椋の形容詞的用mi

<2 ;ll, 10>　　-ダイロ　　　　　　肌色

<2 ;ll, 21>　[-イロク(ナル)]　[灰色の形容詞的用法]

以上の初山例も　月齢ごとにまとめて,見やすく整配したものが

[衷4]である.

[去4]　T児の色彩語習得状況

この表によって,次の諸点を指摘することができる。

(1)色彩;7缶の習指は, 1歳の末頃から始まり, 2歳の終わりまで

には,はば,主な色彩語を習得する。

(2)色彩語菜の習Y-t過程は,原色(赤　w　式など)の語菜項目

から,中間色(緑・紫・灰色など)の語菜項目-,という傾

向が認められる。

(3)名詞と形容詞とがパラレルに存立する色彩語の場合,両者の

習相は連動する憤向が認められるo

u上の三項は,幼児言語における,色彩語の習得過程についての,

かなり一般的候向であろうと予想している.

次に,以下の諸点は, T児の個別的な特故と考えられる。

(ll 「ピンク」の色名の習得は, 2歳0カ月の初期段階であり,

その使用度数も少なくない。 (ちなみに, Tの3歳までの允

話に「桃色」の語胎は無い.)おそらくこれは, Tが気に入

っているおもちゃに,カラーの債み木やブロックなどがあり

(その他のおもちゃも,カラフルなものが多い。),ピンク色の

それを,赤のそれと弁別する必要上,いちはやく,この語が

習そ7・されたものであろう。初期の段階で,中間色とも言える

「ピンク」の習i-fが行われたのは, 「赤」の影哲が大きいもの

と考えられる。

(2) 2歳5カ月には, 「ベージュ」という特殊な色がみられるが,

これは, Tの周囲に,いくつかのベージュ色の「もの」があ

ったことが作用したと考えられるOたとえば,母の化粧Fuの

ケ-ス,居間のカ-テン,父がいつも着ていたジャケット,小

さなゴム人形のお相撲さんなど, Tはこれらのベージュ色の

「もの」に対して,よく興味を示した。その結凪特殊とも

思われるこの色彩語を,比較的はやく習得しているのである。

(3) 2歳10カ月の「ト-メー」については,この特殊語を習得す

る明らかな契機があった。 Tは, 2歳半頃から,いろいろな
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ホ-ス瀕に,異常なほどまでの関心をもつようになった。

-　おもちゃ臥こは,背・弐色・緑色の水道用のビニールホ-ス

や　>J蝣位色のガス用のゴムホースが,たくさん収められて

いたOその中に透明のビニールホースもあったのである。 T

にとって,これらのホースを区別するのにその色名は不可欠

なものであり,「トーメー」の語詞もまた,ごくしぜんに身に

ついたのである。

以上の三項は,色彩語の習得過程上の, Tにおける個別的な側面で

ある。 「ピ./ク」 「ベージュ」 「卜-メー」の色彩語については,こ

れらの甘晴を不問にしたまま,語故習柑過程の位近づけを行うこと

は正碇ではない。要するに,生活基礎語としての性格をもつとみら

れる色彩語矧こおいても,その語虫の習得過程は,一般的な面と個

別的な面とが交指しており,それを正しく見分けながら,語虫の充

迂過程を分析していくことが肝要となる。

なさ蝣s.'imlVIOふ;n生rS;のL実態」 I, Jtにみ>:>n-'也、彩語-!-,[公

4]と同様の整矧こよって示せば,[表5]のとおりであるo

[表5] F幼児期の言語生活の実態』工, Ⅱでの

色彩語習得状況

さらに,大久保愛著F幼児言語の発達J (1967　東京堂)によれ

ば,同著の対象となったY児の色彩語の習得の実態は,次のようで

ある。

[表6] 『幼児言語の発達3におけるY児の色彩語

[表5] [表6]によれば,清3歳以前の色彩語の習uLは, [表

4]に比較して,いずれも,きわめて限られたものである。このM

山は,よく分からないが,次のようにも考えられるのではなかろう

かO [表5]は,昭和20^代前半の調査, [表6]は昭和30年代前

半の調査であり,本税の対象であるT児の調査(昭和50年前半)よ

りも,それぞれ, 30年前, 20年前の調査である-oその間, -幼児を

とりまく環境にも大きな変化があり,その彩蟹は大きいと思われる。

短日,カラーテレビをみながら育ち,カラフルな,さまざまのおも



ちゃや絵本に恵まれてifっている別代の子どもは,色彩に旧して,

幼児の初期段階から旺盛な山心をもつことは,思うに,しぜんなこ

とではなかろうか. [去4]と[去5] [去6]との問にみられる,

色彩語の多寡の要因を,ひとまず,このように時代差と解釈してお

きたい0

5　色彩語の特殊形態

次の記録は, Tの2歳7カjj親のものである。

[3209]　Tはおしっこするために父といっしょにトイレに入

るO父が,鯨のビニ-ルテ-プを巻きつけてある貼り棒を持

っように言うと, Tは,それを「ア芽才盲。」と言い.すぐま

た, 「ミドリイロ。」とii.い換えた。そして次には,白い壁を

~さして,
-ノ

○<2;7, 20>　コレ　シロイロ。 (-父1979.7.23

AMIO : 05

BESG酵mねm

ここには,アオイロm),シロイロ(自)という語形が認められるO

これは,キーロやミドt)イロやチャイロからの繋舵によって,アオ

やシロにも[-イロ]という後接要素をそろえたものである。こ

のように, wや白についても,色名としての語形態を統一して把挺

しようとしているところには,色彩治虫'tとしての認識の沫まりがみ

てとられる。これはこれで,語菜力のダ丘達の一つの姿とみたいので
J一　~`

め/Jo

さらに今ひとつ,大人の用は・からすれば誤用とみられるものの,

注Hすべき色彩語の月Iibがある。

[3622]　朝食に,瓜の干物(沖うるめ)の焼いたのがでたo

Tは,その白っぽい部分をさして言った。
_　　　_　　J

O<2;ii, io>　コレ　ミソナ　ミドリク　ナル　ノ。

(-父母1979.ll.13　AM8 :23)

[3652]　Tは,洪庭に放り投げてあった,おもちゃの　　い

乗用mのミニカーを拾ってきて,家の中に持ってきた.その

fJい色が,やや,あせかけた部分をさして言った。

○<2;li,2i>　コ石　-才盲ク　テ丁夕　才一。 (-

母1979.ll.24　AM8 :59　居間)

「ミドリク　ナル」 「-イロク　ナル」は,いずれも, 2歳11カ月

に初めてI現れた用法である。 「アカイ」「キ-ロイ」 「アオイ」など

那, 「アカク」 「キーロク」 「アオク」となることからの類推によっ

て, 「鯨」と「灰色」についても形容詞的に用いたものである。じ

つは,このような表現が生まれること自体,色彩語虫の習得過程の

一段階をうかがわせる小突として注目したいのである。つまり,也

彩語には名詞形と形容詞形とがパラレルに存立することを,幼児は,

しせんのうちに言語能力として身につけ,相こは,大人の表Illには

柚、表現までも,類推によって造り出したのが上の例である。しか

ら,そういうことを始める時期が,[表4]にみられる通り,はぽひ

と迫り,基本的な色彩語の習得を終えた2歳11カ)」の月齢であるこ

ともまた注目に価する。

4　色彩語の意味の深化
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幼児言語の語柴の分析は,言うまでもなく,幼児の言語表現能力

の発達過程を明らかにするためのものである。したがって,たんに・

・∴　　　∴い.- ＼'i ii'.'i-'∫J/rL, ;,'-J..-~.二・{二・㌢て　if.'主Ii・'-:

い面が残る。やはり,表現の現場にたちかえって,文表現の中での・

いちいちの語詞の意味用法の実質を吟味する必要がある。色彩語に

ついても,若干のことを言及しておきたい。

(1)背と掠

大人は,無意識のうちに青と椋との交替を行っているが,幼児に

とって,その使い分けはかなり複雑な様相を里しているようであるo

[1160]朝食時, Tは,か.臼菜.0放物をさして,

○<l ;ll, 20>　テオoテオ。 (-母1978.ll.23 AM

8 :25

と言う。母が「椋よ。」と言い直しても,依然として

○アオ。アオ。 (-母)

と言い切る。

[2542]父の枕カバーの,ブルーの太い縦線模様を見て,大

きな声で,

○<2; 3, 23>　丁ドリグoテオダー。(一父・白1979.

3.26　AM8 :43

と言った。緑を青と呼ぶことは大人の表現にも行われるが,

このように青を緑と言ったのはおもしろい.たしかに, Tの

頭の中で,アオとミドリとの概念が揺れているのだo

[3602]朝倉の国立病院前の国道のは断歩道には,手動式の

信号がある, Tにそのポクソを押させて,しばらく待ってい

ると再になった。父が,「首シ。アオ。アオ。」 (父-T)と言

いながら,自転車を押して枝折歩道を遮ると,乗っていたT

が言った。
ノ

○<2;ll, 5>　テレ　丁ドリ　ヨ. (-父1979.ll.8

PM8 :56

1歳11カ月では転をアオと言い, 2歳3カ月ではt -Mをいったんは

ミドリと言い,すぐにアオと言い換えている。そして2歳11カ月で

は,交通信号の「アオ」という慣用的な呼称にも疑問をさしはさん

で,ミドリと主張している。ここには,色の概念がり塵に確立して

いく過程がみてとれる。もっとも,信号の緑色を「アオ」と呼ぶ慣

用的な呼称を習得することは・それはそれで,さらに次の段階の語l
・V:,.':0三.∴蝣.'・-'サ　Ul.目上iiM-i上の　ナ∴・・・.-fc∴捌りi-lr∴　I-

あるものと思われる。予測をもって言えば,背と緑との慣用的な交

替を言語習慣として獲wするのは,おそらく3歳以後のことであろ

う。

(2)赤と思

色彩に,なんらかの評価を付与していくことは,志味の深化であ

り,語刺巳力の上でも注目すべきことと思われるOその典型例とし

て赤と黒がある。

[3556] Tは,ドライバ-のケ-スから,プラスチックの貼

る部分が赤いドライバーだけを,母に渡して言ったo

o<2;10, 26>　オ万-サン　芽丁子ノコダカラ　ア万

イノ。オ万一サン　京-. (-母1979.10.29　台所)

[3623] Tは,飴が包んであった赤いセロハンの紙&,食卓



についていた母の前に毘いて言った。

○<2;n, 10>　オ万-サン　斉ラテノコグカラ　ア万
ノ

イノ　ス与。 (-母1979.ll.13　PMl :05

このごろ,「耳の子」 - 「赤」と結びつけることが,しばしば

ccoる。

[3661]　大丸デパートの地階でTをトイレに誘うと,行くと

言った。トイレのドアに,黒で男の人のマークがあるのを見

て甘が言った。
J

O<2;ll,28>ク盲イノ　オトコ-0 (-父1979.

12.1　PM2 :48

[3779]　Tと母とがおしゃべりしていておもちゃの色の話に

・sesm

o<3; l, 19>　「モチャソワ　言.デカガ　キラマ~テ

ノ。オンナジャ　ナイカラ。トモチャンワ　ネ一。アカ

ガ　キ亨才テノ。 (-母1980.1.22　PM3:30)

瓦と後例は, 3歳1カ月のものであるが,赤についてのはっきりした

価値評価を下している。 Tの場合,赤についてのこのような明確な

評価意識は,色彩語からみた満3践前後の一つの特徴とも言えるo

赤一女,只一男と結びつけていくことは,しぜんのうちに,色にま

つわる社会習慣を習得しているわけで,色彩語の患味の深化であり,

とりもなおさず,語桑能力の深まりと考えられる。

○　お　わリ　に

以上の考察によって,色彩語という,小さなスポットライトによ

っても,幼児言語の習得過程は,それなりに客観視することができ

たように思う。また,あくまでT児のケースに限られるが,色彩語

虫については,ほぼ,溝3歳という時期が,一段階を画するのでは

ないかという見通しも得られた。 T児の3歳以後のこと,さらに,

ほかの幼児との比較については,今後の課題としたいO

(兵描教w大学助教授)




